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The Overview of The Research Misconducts in Japan


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（3） Nicholas H. Steneck 著、山崎茂明訳『ORI　研
究倫理入門——責任ある研究者になるために』
丸善株式会社（2005）
（4） J. コヴァック著、井上祥平訳『化学者の倫理　
こんなときどうする？　研究生活のルール』化
学同人（2005）
（5） 財団法人日本学術協力財団編・発行『（学術会
議叢書13）科学のミスコンダクト——科学者コ
ミュニティの自律をめざして——』（2006）．日
本における研究不正について、53-56頁、98-
103頁などに、学会アンケート調査結果などが
記されている。
（6） 山崎茂明『パブリッシュ・オア・ペリッシュ　
科学者の発表倫理』みすず書房（2007）
（7） 科学倫理検討委員会編『科学を志す人びとへ　
不正を起こさないために』化学同人（2007）
